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c. 複数塩基の変異（MNVs）
KASPアッセイは、複数塩基の変異 (MNVs) を検出するために設計することができます。ターゲット
のMNVは[角括弧]内に記載し、[allele1/allele2]としてフォーマットしてください。

MNV
TGGGCAGCATTAGTAGAAGAAAGTACAAGACCGTGTGTAGAGGATACTCT

[GATATACTTGAG/CAGTCC]AGCAGATAGCGTTGGATAGGCGACAGGATTATTGGAG

CGCCGTCGAGAAC

図4. MNVでのKASPアッセイ設計のための塩基配列フォーマット例。ターゲットアレルは 青緑とピンクで示されています。 

どちらかあるいは両方のMNVアレルが100 bpを超える場合、[角括弧]の中にMNVの最初と最後
の50 bpの配列を記載し、残りのMNV配列が存在することを表すために中央にNを記載してくだ
さい。

Large_MNV

TGGGCAGCATTAGTAGAAGAAAGTACAAGACCGTGTGTAGAGGATACTCT

[GATATACTTGAGGTGTCAGTTGATGCTTGATATACTTGACGTTCTCTACANTGTGCGA

GCTACGCCGATGGGCGGTCCACACGGAATTCAGAGGTGGGATT

/CAGTCCGCAGCTAGGGGGGTGATGGTTCGCAAGAAAATATACGGTCTATGNATGTAAC

TTTATCATAAAGGTAGACACCAGTTATTGTTTCGGGTCGTAGA]AGCAGATAGCGTTGG

ATAGGCGACAGGATTATTGGAGCGCCGTCGAGAAC

図5. 100 bpを超えるMNVでのKASPアッセイ設計のための塩基配列フォーマット例。ターゲットアレルは 青緑とピンクで示されています。[角括弧]の中に最初と最
後の50 bpと、中央に残りの配列が存在することを示すN（紫）が記載されています。

d. ハプロタイプ
KASPアッセイは、あらゆるサイズのハプロタイプを検出するために設計することができます。ター
ゲットハプロタイプの塩基配列情報は、[allele1/allele2]としてフォーマットしてください。ハプロタ
イプを構成しているすべてのSNPは[角括弧]内に記載してください。ハプロタイプの一部とみなされ
ない近傍のSNPは、角括弧の外側に配置し、適切なIUPAC コードで記載してください。

Haplotype

CAAACACCAAACTGGTGAGTCGTGGTTTACAACACGGGAGTTCAAAACTG

[TATCCGAATGACGAATGTTCACGTCCTTAAAC

/CATCCGAATCACGAATGTTCAGTTCCTTTAAG]CATCATGAAATGAGTTTAGTTTGGG

TGGCTCGTAAGTAGACATAAGGCAC

図6. ハプロタイプでのKASPアッセイ設計のための塩基配列フォーマット例。ターゲットアレルは 青緑とピンクで示されています。 

SNP ID例 塩基配列情報

SNP ID例 塩基配列情報

SNP ID例 塩基配列情報



ガイド
KASPアッセイ設計

6

2. 塩基配列情報提出のためのフォーマットガイドライン
KASPアッセイ設計のための塩基配列情報は指定するSNP提出テンプレートを使用してください
（セクション4参照）。

SNP ID
アッセイを識別するための文字を記入します（アッセイ名）

• 最大20文字まで記入できます。
• 使用できるのは半角のアルファベット、数字とアンダーバーのみです。例. ABCD1234_ab
• アッセイ名はハイフン(-)で始まらないようにしてください。

2.1 塩基配列情報
塩基配列の方向
塩基配列は5' - 3'の方向で記入してください。

大文字と小文字表記の塩基
塩基配列情報は大文字で記入してください(ATCG)。塩基配列情報が不確かな領域がある場合、小
文字で表記して区別してください(atcg)。大文字と小文字は組み合わせることができます。

角括弧を使用してターゲットSNPを指定する
ターゲットSNPサイトは角括弧で囲んで指定します。IUPACコード(例. [R])か、2つのアレルをス
ラッシュ(/)で区切ります(例. [A/G])。使用できる混合塩基のIUPACコードは下表1のとおりです。

記号 構成塩基
R A or G

Y C or T

M A or C

K G or T

S C or G

W A or T

N A or C or G or T

表1.  混合塩基を表すIUPACコード
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角括弧を使用してターゲットindelを指定する
ターゲットindelサイトは角括弧で囲んで指定します。

様々な大きさのindelの配列フォーマットの例として、4ページの図2、図3をご覧ください。

ターゲット以外の周辺SNPとindel
ターゲット以外に周辺にSNPがある場合、IUPACコードで識別してください。この周辺SNPは角括弧
で囲まないでください。また、周辺SNPはNと表記しないでください。

ターゲット以外に周辺にindelがある場合、Nで識別してください。この周辺indelは角括弧で囲まない
でください。

避ける塩基
KASPアッセイの設計から避けるべき領域がある場合、これらの塩基をNに置き換えてください。

使用可能な塩基配列情報提出フォーマット

使用可能な塩基配列
情報提出フォーマット 例

[First allele/second allele]
ATAACTACTTTTAAAGGCACATTATTCAACCTCACTGTGCATTTCATCCTC[A/T]TGCATA 

ATGACAGTTATTCTCTCCCAAGTCTCCTTCTGGGACAGTTAAAG

IUPAC code
ATAACTACTTTTAAAGGCACATTATTCAACCTCACTGTGCATTTCATCCTC[W]TGCATAA 

TGACAGTTATTCTCTCCCAAGTCTCCTTCTGGGACAGTTAAAG

Rs Number
rs123456*

* RefSNP（rs）番号で識別されるSNPを提出する場合、塩基配列情報の記入は任意で
すが、正確性を期すためにrs番号の他に塩基配列情報の提出も推奨しています。

indels
ATAACTACTTTTAAAGGCACATTATTCAACCTCACTGTGCATTTCATCCTC[/T]TGCATAAT 

GACAGTTATTCTCTCCCAAGTCTCCTTCTGGGACAGTTAAAG
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